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小惑星探査機「はやぶさ」の感動から天文教育へ【6】 

「はやぶさ」はなぜ、 

愛される探査機になったのか？ 
～広報戦略と状況からみる、「はやぶさ」のスターへの道～ 

(後編) 
寺薗 淳也（会津大学）  

 
1. はじめに 

前回は、「はやぶさ」広報のうち、私が主に

携わってきた部分、すなわち、2005 年 11 月

のタッチダウンまでの部分を扱い、「はやぶ

さ」広報がどのような形で進められてきたの

かについてを中心に述べてきた。 

今回は、このような「はやぶさ」の広報、

すなわち、ビッグプロジェクトにありがちな

「がちがち」の広報ではなく、どちらかとい

うと自由闊達という言葉がふさわしい広報が

なぜ生まれたのかという点を中心に述べてい

きたい。そして、「はやぶさ」を一気に日本の

大スターに押し上げた 2010 年の帰還広報に

も触れ、最後に、これら広報の総括として、

今後月・惑星探査の広報活動がどうあるべき

かについても触れていきたい。 

 

2. 「はやぶさ」広報を支えた宇宙科学研究

所の伝統 

「はやぶさ」ミッションを生み出したのは、

もちろん、宇宙科学研究所(宇宙研)である。 

…と書くと簡単ではあるが、特に最近にな

って JAXA という名前を知った人には、もう

少し説明が必要であろう。「はやぶさ」は、

1990 年代に、文部省宇宙科学研究所(もちろ

ん 2001 年に省庁が再編されたときには文部

科学省宇宙科学研究所に変更された)で誕生

したミッションである。 

宇宙研の経緯については少し書いておくこ

とが必要であろう[1]。大元は、日本のロケッ

トの父、糸川英夫によるロケット実験から始

まる。1964 年にはそれを発展させる形で東京

大学に宇宙航空研究所が発足、1981 年にはこ

の研究所が大学共同利用機関としての研究所

となる。そして、2003 年に JAXA として新

たなスタートを切るわけである[2]。 

いずれにしても、ここで大きなポイントに

なるのは、宇宙研は教育機関であり、どちら

かというと大学に近い雰囲気であるというこ

とである。この点、JAXA という言葉がイメ

ージする旧・宇宙開発事業団(NASDA)の印象

からすると、宇宙研はずいぶん雰囲気が違う

ところに思われるであろう。 

NASDA と宇宙研両方に所属したことがあ

る私のような人間からみると、本当に両者は

基本的な部分からしてポリシーが違う。

NASDA は予算執行組織であり、技術開発よ

りはプロジェクト進行などが重視される、や

やもすれば官僚的な部分が大きな組織である。

一方で宇宙研はあくまで「研究所」であり、

新しい発想、これまで誰も行ってきたことが

ない試みが重視されるところである。だから

こそ「はやぶさ」のような、ある種とんでも

ないミッションが生まれたともいえる。 

また、大学と同じ役割を担うということも

あり、若い人たちが多く所属しているという

ことも大きなポイントである。こういった若

い人たちは研究室や専門の垣根を越えて交流
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図 1 2008年の特別公開の様子。 

することが多く、その交流の中から、さらに

分野を超えての研究のヒントが生まれたり、

さらには人事交流の流れが続くという点もあ

る。 

この交流の中で大事なのは、宇宙研の伝統

でもあるが、理学と工学という、異なる方向

性を持つ 2 つの分野が 1 つの研究所にあるこ

とである。理学系の人たちはこれまでに得ら

れたことがないデータを得ることで自分たち

の研究を進めようとする。工学系の人たちは、

これまでに作られたことがない機器を開発す

ることで、分野を広げようとする。探査は、

例えば理学系が主導する探査であれば、理学

系が突きつける厳しい要求に対し、工学系が

応える、というスタンスで進んでいくことが

多い。「はやぶさ」は工学ミッションであった

が、そのミッション自体が非常に挑戦的であ

り、またその一部に理学系が「相乗り」する

という形で、両者の非常によいバランスがと

れていたといえよう。 

このような、宇宙研に流れる「若さ」「自由

な発想」「新しいものを作る」「交流」という

キーワードをもっとも具体的に体現している

のが、毎年夏に開催される宇宙研の一般公開

[3]であろう。 

 

この一般公開、2010 年は帰還した「はやぶ

さ」カプセルの一般公開に長蛇の列ができた

ことで話題になり、ご記憶の方も多いと思う。 

しかし、宇宙研の一般公開は、実ははるか

以前から非常に人気の高いイベントであった。

現在は金曜日・土曜日の 2 日間の公開だが、

以前、土曜日のみの公開のときでさえ、多い

ときには 2 万人を超える来場者を集めたこと

もあった。同じ JAXA の施設でも、筑波宇宙

センターや調布航空宇宙技術センターなどと

比べて、（交通の便を勘案しても）断トツに多

い人数といえる。 

ではなぜ宇宙研の一般公開はそれほどまで

人気なのか。それは、「手作り感」ではないか

と私は考えている。実際、一般公開の準備は

まさに文化祭のノリであり、パネル作りやデ

モ展示設営などは、学生たちが中心となり、

まさにわいわいといいながら作り上げる。そ

して当日には、その学生はもちろん、教授陣

までが説明員に加わり、自分たちの研究成果

を嬉々として説明するのである。 

このような手作り感は、本来全て手作り

(「一品もの」)である衛星やロケットを作っ

てきた研究所の感覚がそのまま反映されたも

のともいえるが、その流れは「はやぶさ」広

報にも十分に反映されており、そして、2010

年の帰還以前にも、その独創性は十分に発揮

されていたのである。 

 

3.手作りの広報から始まった 

 「はやぶさ」をまず多くの人に知らしめた

のは、「はやぶさ君」、すなわち、「はやぶさ君

の冒険日誌」という小冊子であることは、ま

ず誰もが指摘することであろう。この小冊子

は、まさに先に述べた一般公開の際、絵本と

して配布するために作られた小冊子である。 

小冊子誕生の経緯の詳細は、この絵本を拡

大し、さらに関係者の対談を掲載した書籍「は

やぶさ君の冒険日誌」[4]をお読みいただきた

いと思うが、基本的には、あまりなじみのな
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図 2 はやぶさ君の冒険日誌（冊子。2010

年 7月の最終版）(© 小野瀬直美、奥平恭子) 

い惑星探査衛星、そしてそのミッションをわ

かりやすく解説するための手段として、当時

宇宙研に在籍していた 2 人の学生の発案で作

られたものである[5]。 

衛星を擬人化するというアイディアはまさ

に突飛なものではあったが、それを誰も止め

たりすることなく、むしろ一般公開の場を中

心として盛り上げていくという文化は、まさ

に宇宙研ならではといえるであろう。 

この冊子がチラシの裏から作られたという

こと自体が、まさに「はやぶさ」広報が手作

りでスタートしたということを物語っている。 

「冒険日誌」はその後もミッションの進行

と共に版を重ね、最終的には 2010 年の帰還

を反映したバージョンへと進化している[6]。 

今でこそ擬人化された衛星のイラストは多く

のところで目にすることができ、また、「はや

ぶさ君」という名前も一般的になってはきて

いるが、それはまさにこの手作りの、また何

かを狙うことのなかった広報から始まってい

たといえる。 

また、「型破り」という点ではほかにもいく

つかの実績がある。 

1 つは、市民を巻き込んだ小惑星探査とい

う運動である。これは、現在も「はやぶさ」

「はやぶさ 2」ミッションを担当している宇

宙研の矢野創助教がスタートさせたもので、

インターネットを利用して市民が惑星探査の

内容を気軽に知り、参加し発言できるような

場を作ることを目指し、2000 年にスタートし

た。「小惑星探査フォーラム」というこのサイ

ト[7]では、専門的な内容からイラストに至る

まで、小惑星探査に関する議論を行える環境

が整っており、興味がある人は登録さえすれ

ば発言を行ったり、場合によっては論文執筆

なども行うことが可能である。 

いまではこのような市民参加的なウェブペ

ージは SNS などを使えば実現しやすくなっ

ているが、そのようなシステムができあがる

はるか前から、実は「はやぶさ」を通した市

民の惑星探査参加への流れというのができつ

つあったのだ。 

また、「はやぶさ」は世界ではじめて、惑星

探査を主題とした音楽アルバムの題材となっ

た探査機である。 

同じ矢野創氏、そして自らもレーベルを持

つ和歌山大学の尾久土正己教授が中心となっ

て作られたアルバム「ララバイ・オブ・ミュ

ーゼス」(Lullaby of Muses)は、全編が「は

やぶさ」を主題にしており、その探査、すな

わち、打ち上げから宇宙航行、着陸、そして

帰還までを 1 枚のアルバムの中で音楽として

表現している[8]。 

もちろん惑星探査機、あるいは惑星探査ミ

ッションを主題にした音楽アルバムは世界初

であり、この点も「はやぶさ」広報(もうここ

まで来ると広報というカテゴリーではくくり

にくい面もあるが)が幅広くまた自由であっ

たかということを物語っている。 

 

4. 帰還広報 

 さて、前回は「はやぶさ」タッチダウンの
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ところまでを語ったが、その後のストーリー

については、いまや多くの人が知るところと

なったものである。すなわち、通信途絶、そ

して約 1 ヶ月半にわたる行方不明状態を経て、

再び発見される、というものである。 

通信途絶や帰還に向けての努力が続けられ、

地球へ向けての再出発にこぎ着けた 2006〜

2007 年には、主立った広報活動は行われなか

った。実際発表できる内容も少なく、宇宙研

のニュースの形での発表が主となった。 

一方で、帰還に向けて、世間の注目度は徐々

に高まってきた。特に、2009 年 4 月に公開

がスタートした全天周映像「HAYABUSA 

-BACK  TO THE EARTH-」[9]は、極めて

高品質の映像と感動を呼ぶストーリー性で話

題を呼び、プラネタリウムなどでの上映では

非常に大きな人気を獲得した。 

帰還が近づいてくるにつれ、注目度が高ま

ることは容易に想定されたため、「はやぶさ」

プロジェクト内にも帰還広報のためのチーム

が結成された[10]。 

しかしチームとはいっても、実際には、「は

やぶさ」を運用している若手の中から 3 人が

広報に携わるという形でのチームであり、フ

ルタイムの広報チームというわけではなかっ

た。イオンエンジンを担当している細田聡史

氏、「冒険日誌」の作者でもある小野瀬直美氏、

そして delta-V 氏。以上 3 名がコアとなり[11]、

宇宙研の広報チームや「はやぶさ」チームメ

ンバーと連携をしながら、広報活動を進めて

いた。 

帰還広報が本格的にスタートしたのは、

2010 年の 4 月である。それ以前から、宇宙

研の「はやぶさ」サイト内には、「今週のはや

ぶさ君」[12]として、「はやぶさ」の位置や探

査機の状況などが 1 週間ごとに掲載されてい

た。一方、帰還広報の本格的なスタートに際

しては、新たに帰還専用サイトが設置された

[13][14]。 

また、新たな試みとして、ツイッターを利

用した広報活動が全面的に展開された。 

「はやぶさ」帰還が迫ってきている 2010

年初頭では、実は JAXA 内部でもいくつかの

衛星がツイッターによる広報を開始していた。

2009 年 8 月に打ち上げられた準天頂衛星「み

ちびき」が、衛星を主体としたツイッター広

報の端緒となっており[15]、「はやぶさ」がツ

イッター広報を開始する直前の 2010 年 2 月

には、「イカロス」がツイッター広報を開始し

ている[16]。その流れの中で、「はやぶさ」の

ツイッター広報も 2010 年 4 月に開始された。 

このツイッターにおける「はやぶさ」のつ

ぶやきが多くの人の評判を集め、いわばネッ

トの口コミでフォロワーが増えていく[17]と

いう結果を生むことになる。「はやぶさ」のツ

イッターのつぶやきは、堅苦しい JAXA のイ

メージとはかけ離れた非常に楽しいものであ

り、さらには他の衛星「あかつき」や「イカ

ロス」などとの掛け合いまで行われて、それ

を楽しむ人も増えていった。 

一方、ウェブサイトの方では、ミッション

メンバーから寄せられた手記や「はやぶさ」

の最新情報を掲載する一方、5 年前(2005 年)

に一旦終了したライブブログ[18]を再度復活

させるなど、限られた人的リソースの中での

精一杯の広報展開を行った。 

ウェブとツイッターという 2 つのメディア

を連携させた広報活動は、帰還が近づくにつ

れて徐々に功を奏し始める。特に、メディア

で取り上げられたということもあって、注目

度が一気に高まり、そのクライマックスが、

6 月 13 日の帰還ということになる。例えば、

帰還時のツイッターのつぶやき「みんな、た

だいま!!」は、2010 年後期においてもっとも

リツイートされた言葉である。[19] 

しかし、実際のところは「はやぶさ」の注

目には若干のタイムラグが存在したようにみ

える。6 月 13 日当日ももちろん多くの人が注
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目してはいたのだが、実際には当日は帰還の

テレビの中継もなく、多くの人は「ニコニコ

動画」や「ユーストリーム」などのインター

ネット中継で、帰還の光を見ることとなった。 

翌日以降、テレビなどで盛んに取り上げら

れることになって、それまで宇宙とはまった

く縁がなかった多くの人たちの心を一気につ

かむことになった。帰還時の映像やそのスト

ーリーなどが多くの人に知られる段となり、

「はやぶさ」はあっという間にスターダムへ

と上り詰めていったのである。 

 

5. Just for Fun ... 本当にいいものを作る

ためには、楽しむこと 

 以上、「はやぶさ」探査に関わる広報活動を

全編も含め俯瞰してきたが、一般公開や「は

やぶさ君」、そして各種活動には、ある 1 つ

のキーワードが浮かび上がってくる。それは

「Just for Fun」である。この言葉は、いま

やコンピューターの世界で一大勢力となった

オペレーティングシステム、Linux(リナック

ス)を最初に開発したリナス・トーバルズが、

その開発の経緯を記した自伝の題名[20]でも

あり、またその開発のキーワードでもある。 

スーパーコンピューターから携帯電話まで

ありとあらゆるところでみかけるリナックス

であるが、それは最初からそのような目的で

作られたわけではなく、トーバルズ氏が最初

は「楽しみのために」(=Just for Fun)ちょっ

と書いてみたというところから始まっている。 

それを、インターネットを通して緩やかに

つながる開発者が面白がっていろいろと手を

加え、またトーバルズ氏もそれを許容してき

たこともあり、急速に開発が進み、いまでは

大きな力になってきているのである。 

その根底にあるのは、「楽しむ」ということ、

そして「自由」であることではないだろうか。

義務感に駆られたり、目標を設定した上で何

かを行うのではなく、まず自分が楽しむこと

も含めて仕事をしていく。何か制限をするの

ではなく、(問題が発生しない限り)自由にい

ろいろな発想を許容し、開花させていく。こ

れは研究分野では基本的な側面ではあるが、

「はやぶさ」の場合には、この「Just for Fun」

が非常にうまい具合に作用し、多くの人たち

を虜にしてきたといえるのではないだろうか。 

 

現場の人たちが楽しんでいる様子をみるこ

とによって、それに引きつけられたコアグル

ープがまず「はやぶさ」に飛びついた。彼ら

はもともと宇宙関係のファンであり、ほかの

探査機にも精通していた人たちが多いように

見受けられるが、特に「はやぶさ」に思い入

れが強かったのは、探査自体の特殊性(帰還す

るという非常に高度な内容や長期にわたる探

査であることなど)もさることながら、探査チ

ームが持つ雰囲気にかなり引かれていった部

分も大きいのではないだろうか。 

そういった彼らが副次的にさまざまなアイ

テム(映像や CG 静止画など)を作り、それが

インターネットというメディアを通じてじわ

じわと広まることで、いわば一気に火がつく

ための準備ができつつあったのである。 

そこに、帰還に向けてのさまざまな情報や

広報活動などがあり、最終的には、まさに「最

後の光」で一気に火がついた、というのが、

「はやぶさ」広報の姿ではないだろうか。 

ここでいいたいのは、「はやぶさ」自身が非

常に面白い探査であったこともさることなが

ら、ミッションチーム、あるいはミッション

チームの姿に引かれた人たちも多いというこ

とである。 

私がよく講演などで話すことであるが、「人

は人の姿をみたがる」のである。探査機の擬

人化というのは、もともと「はやぶさ君」が

そういう意図を持っていたかどうかは別とし
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て、探査機という人、そしてそれを通して、

その探査機を設計し、製作し、運用している

人たちの姿をみせるところにまでつながって

いっているのである。擬人化された探査機は、

「はやぶさ」チームと彼ら(一般の人たち)を

つなぐアイテムのような存在といっても過言

ではないだろう。あるいは、前回触れた「リ

ポビタン D」もそうかも知れない。 

豊富なアイテムの存在、そして魅力的なチ

ーム、さらにはそのチームの存在を結果とし

ては効果的に伝えてきた広報の存在は、最終

的にそのミッションチームを題材にした映画

が 3 作も作られるという大きな成果となって

帰ってきた。2003 年 5 月の打ち上げ当時に

は、誰もが考えていなかった、大きな大きな

「探査の成果」である。 

  

6. 広報から教育へ、そしてアーカイブ(キュ

レーション)へ 

 「はやぶさ」は、数多くの広報記録をあっ

という間に塗り替えてきた。既に関連書籍は

32 冊(2012 年 2 月 8 日現在)、映画は 4 作、

さらに CD や DVD/BD、各種模型やグッズ、

ゲームに至るまで、ありとあらゆる分野に波

及しているといっても過言ではない。 

さらに驚くポイントは、これまで宇宙開発

や宇宙科学がアプローチしようと思ってもア

プローチできなかった層へ、たやすく「はや

ぶさ」がアプローチしているということであ

る。 

例えば母親層は、これまで(少なくとも私が

JAXA 広報部に所属していた 2000 年代前半)

には、宇宙開発の広報として重要なターゲッ

トとして認識されていたが、各種の試みを経

ても結局「攻略」ができなかった。しかし「は

やぶさ」帰還以降、各地の帰還カプセル公開

には親子連れが大挙して訪れている。 

この親子連れの端的な特徴は、もっとも興

味・関心が高く知識を持っているのが子ども

たちであり、次が母親である、というところ

にある。父親が来ていたとしてもむしろ「引

っ張られて」来ているという状況のようであ

る。私もいくつかのカプセル展示におじゃま

したが、ほぼ決まって同じ「現象」を目撃す

ることができた。 

 

こうして、「はやぶさ」はまさに伝説となり、

また沈滞ムードが流れる日本を引っ張る象徴

として祭り上げられている面もある。特に、

数多くの失敗を乗り越え、地球へと帰還させ

た点が強調されることが多いようにみえる。 

しかし、本来は探査というものは失敗なく

淡々と進むべきものであり、失敗をうまく乗

り越えて戻ってきたからとはいっても、それ

をあまりに強調しすぎるのは危険という面も

ある。 

この点、後継機の「はやぶさ 2」への期待

感が非常に高い一方で、既にあまりに高い知

名度を得てしまった「はやぶさ」という存在

がある以上、どのような広報戦略を練ってい

くべきか、2014 年度の打ち上げまでに残され

た時間は少ない。 

 

一方、「はやぶさ」については、これまで広

報活動が重点的に行われてきているが、そろ

そろ「はやぶさ」を利用した教育活動へとシ

フトをし始めるべき時期に来ているようにも

思われる。 

これだけ関心が高いアイテムは教育にはう

ってつけである。理科教育ももちろんではあ

るが、例えば数学、国語、さらには英語など

にも応用は可能である。 

ここで問題になるのは、これまでの「はや

ぶさ」広報の流れである。ここまでお読みに

なった方はおわかりかと思うが、「はやぶさ」

広報は決して戦略的な流れを組んで行ってき

たわけでなく、担当者、あるいはチームメン

バーが自由に行ってきたのである。ただ、そ
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れは逆にいうと、何らかの実績を残したり、

1 つの統合された目的に向かう場合には問題

となる。 

教育への応用に際しては、例えば理科教員

とのコンタクトや細かい打ち合わせ、教材製

作に関わる予算の確保など、ある程度のプロ

ジェクトかが必要となる。しかし、実際の探

査メンバーは本来の仕事に追われてほとんど

時間がないばかりではなく、次のミッション

が既にスタートしている状況で、さらに時間

がなくなりつつあるというのが現状である。 

いままだ「はやぶさ」がブームになってい

る現在の状況において、いかに効率的かつ速

やかに教育への利用体制を確立していくか、

ミッションチームを含め、宇宙開発や、もち

ろん宇宙教育に携わる人が知恵を出し合って

考えていかなければならないだろう。 

 

さらに、その先にあるのは、キュレーショ

ンと呼ばれる分野である。最近この「キュレ

ーション」というキーワードが目立つように

なったが、この場合には(「はやぶさ」が持ち

帰った微粒子の保管や分析も「キュレーショ

ン」だが)メディアにおけるキュレーションで

あり、膨大な情報の中から情報を取捨選択し

て一般の人をナビゲートすると共に、これま

で行われてきたことを整理して保存し、永続

的にみられるようにするという意味を持つ。 

既に、「はやぶさ」帰還から 2 年が経とう

としている。「はやぶさ」のミッションストー

リーなどはよく取り上げられているが、例え

ば、探査によって得られた科学的な知見とい

った内容はどちらかというと取り上げられて

いない。これは、科学的な話というのはどう

しても難しい(基礎的な解説から始めないと

いけないため、手間や時間がかかる)という点

が大きいと思われるが、そこを避けて通るこ

とはできない。また、「はやぶさ 2」に向けて

ミッション自体への関心が高まり、しかも、

多くの人は「はやぶさ」で既にある程度の予

習を済ませていることを考えると、単にミッ

ションストーリーを追いかけるだけではなく、

さらなるミッションの本質へ迫り、かつこれ

までの成果や報道などをまとめていく努力が

必要となるであろう。 

この点は、ミッション当事者である JAXA

には実は難しい面もあるかも知れないので、

私を含め、周辺の個人や団体などが率先して

行っていくべきなのではないかと考えている。 

 

多くの人たちに感動と勇気を与えた「はや

ぶさ」。しかし、そこで終わるのではなく、そ

の成果を様々な形で利用していくというチャ

レンジは、まさにこれから始まるのである。

それが、「はやぶさ 2」をはじめとする将来探

査、さらには将来を担う世代へとつながって

いく、大きな柱になっていくのではないだろ

うか。 
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